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シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
流
フ
ア
ン
ド
で
大
企
業
を
変
革

機
動
力

に
勝

る
ベ

ン
チ

ャ
ー
企
業

（Ｖ
Ｂ
）
が
業
種
を
問
わ
ず
既
存
大
手
企

業
に

「創
造
的
破
壊
」
を
迫
る
中
、
大
企

業
が
Ｖ
Ｂ
に
対
抗
す
る
の
で
は
な
く

「共

生

・
共
創
」
を
目
指
す
取
り
組
み
が
広
が

り

つ
つ
あ
る
。
日
本
で
、
大
企
業
自
ら
が

Ｖ
Ｂ
を
育
成
し
て
共
同
事
業
化
を
探
る

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」

の
開
設
が
相
次
ぐ
の
は
、
起
業
家
精
神
を

取
り
戻
そ
う
と
社
内
文
化
の
変
革
を
急
ぐ

経
営
陣
の
危
機
意
識
の
表
れ
で
も
あ
る
。

米
西
海
岸
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
拠
点
に
世

界
展
開
す
る
独
立
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ヤ
ピ

タ
ル

（Ｖ
Ｃ
）
「グ

ロ
ー
バ
ル

・
カ
タ
リ

ス

ト

・
パ

ー

ト

ナ

ー

ズ

（
Ｇ
Ｃ

Ｐ

Ｉ‐
●
Ｆ

σ
Ｌ

の
２
一２
く
降
℃
”
ユ
一″①
，
ど
　
の

共
同
創
設
者
で
三
菱
商
事
出

身
の
大
澤
弘
治
氏
に
、
技
術

革
新
を
育
む
上
で
、
大
企
業

が
抱
え
る
課
題
を
聞
い
た
．

新
事
業
創
造
型
フ
ァ
ン
ド

‐
‐
‐東
京
で
４
月
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ

の
日
本
版
で
ｍ
億
円
規
模
の

運
用
を
目
指
す

一‐Ｇ
Ｃ
Ｐ

Ｊ

ａ
ｐ
ｉ

フ

ァ

ン

ド

（Ｇ
Ｃ
Ｐ
‐
Ｊ
）」
設
立
を
発

表
し
た
。

大
澤
氏
　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
ヤ
マ

Ｇ
Ｃ
Ｐ
共
同
創
設
者
の
大
澤
弘
治
氏
に
聞
く

聞
き
手

中
浜
利
太
郎

経
済
部

ハ
発
動
機
、
朝
日
新
聞
社
な
ど
に
加
え
て
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
を
当
初
、
有
限

責
任
組
合
員

（Ｌ
Ｐ
）
に
迎
え
た
。
現
在
、

製
造
業
に
と
ど
ま
ら
ず
非
製
造
業
、
金
融

機
関
に
も
出
資
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
と

り
わ
け
新
た
な
事
業
創
造
を
模
索
し
て
い

る
大
手
企
業
か
ら
資
金
を
募
り
、
そ
の
新

規
案
件
が
バ
イ
ア
ブ
ル

（≦
”
σ
｝①
＝
発
展

可
能
性
が
あ
る
）
か
ど
う
か
を
精
査
し
た

上
で
、
事
業
化
に
際
し
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

を
提
供
す
る
。
投
資
先
Ｖ
Ｂ
に
つ
い
て
も
、

社
外
取
締
役
就
任
に
留
ま
ら
ず
日
々
の
経

営
サ
ポ
ー
ト
ま
で
踏
み
込
ん
だ
ス
ー
パ

ー

・
ハ
ン
ズ
オ
ン
で
鍛
え
上
げ
る
の
が
特

長
だ
。
北
米
や
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
事
業
展
開
に
必
要
な
ブ
リ
ッ
ジ
機

能
も
提
供
す
る
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
思

想
を
体
現
す
る
新
事
業
創
造
型
フ
ァ
ン
ド

と
し
て
、
大
企
業
の
人
材
活
性
化
の

「触

媒
」
と
な
り
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
。

―
―
既
存
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
ベ
ン
チ
ヤ

ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

（Ｃ
Ｖ
Ｃ
）
や
コ
ー
ポ
レ

―
卜

・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
と
何
が
違
う

の
か
。
大
澤
氏
　
Ｌ
Ｐ
出
資
者
と
な
っ
た
企
業

は
、
新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
や
提
携
先
候

補
の
Ｖ
Ｂ
を
自
ら
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

る
の
が
第

一
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
そ
の
上
で
、

Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
が
第
二
者
の
立
場
で
そ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
将
来
性
を
ま
ず
判
定
す

る
。
大
手
企
業
の
新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア

に
対
し
て
、
ま
た
、
創
業
後
の
本
格
的
な

事
業
展
開
期
を
迎
え
た

「
ア
ー
リ
ー
ス
テ

ー
ジ
」
の
Ｖ
Ｂ
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

多
面
的
に
検
証
し
、
是
々
非
々
で
評
価
す

る
。
Ｖ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
の
多
く
は
ハ
ン
ズ
オ

ン
だ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｊ

は
特
に
事
前
に
想
定
顧
客
を
対
象
に
、
サ

ー
ビ
ス
や
プ
ロ
ダ
ク
ト

（製
品
）
の
潜
在

需
要
を
Ｌ
Ｐ
出
資
者
と
調
べ
る

「
バ
リ
ュ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
通
し
て
、
案
件

を

一
か
ら
作
り
上
げ
て
い
く
と
こ
ろ
が
違

う
。
日
本
の
大
企
業
が
抱
え
る
組
織
的
な

課
題
を
熟
慮
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
運
営

が
最
適
な

「解
」
な
の
で
は
な
い
か
と
着

想
し
た
。
手
間
が
か
か
る
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
み
て
も
異
例
だ
。

既
存
の
多
く
の
Ｃ
Ｖ
Ｃ
や
コ
ー
ポ
レ
ー

ト

・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
で
は
、
権
限
委

譲
を
行
い
、
機
動
性
を
高
め
て
い
る
が
、

事
業
責
任
の
問
題
が
残
る
た
め
に
時
間
軸
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の
長
い
取
り
組
み
が
担
保
さ
れ
に
く
い
。

孫
正
義
氏

（ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
長
）
や
柳

井
正
氏

（フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
会

長
兼
社
長
）
、
藤
田
晋
氏

（サ
イ
バ
ー
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
社
長
）
の
よ
う
な
オ
ー
ナ
ー

企
業
は
別
だ
が
、
通
常
の
会
社
で
は
事
業

責
任
者
が
異
動
に
伴
っ
て
交
代
す
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。
継
続
性
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
な
る
が
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
の
よ
う
な
外

部
組
織
と
組
む
こ
と
で
事
業
創
造
に
腰
を

据
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
の
切
り
離
し

―
―
大
企
業
は
組
織
内
の
し
が
ら
み
も
多

く
、
新
規
事
業
を
機
動
的
に
展
開
で
き
な

い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

大
澤
氏
　
日
本
で
Ｃ
Ｖ
Ｃ
や
社
内
Ｖ
Ｂ
、

Ｖ
Ｂ
提
携
の
窓
口
と
な
る
の
は
、
経
営
企

画
部
で
あ
り
、
社
長
室
、
新
規
事
業
開
発

室
、
Ｒ
＆
Ｄ

（研
究
開
発
）
部
門
と
様
々

だ
が
、
今
回
の
フ
ァ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

Ｌ
Ｐ
出
資
者
で
あ
る
大
企
業
は
、
新
規
事

業
、
提
携
候
補
の
Ｖ
Ｂ
の
い
ず
れ
に
つ
い

て
も
、
い
っ
た
ん
自
身
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（企

業
統
治
）
か
ら
切
り
離
し
て
も
ら
う
の
が

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
本
来
の
Ｖ
Ｂ
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
大
胆
に
軌
道
修
正
を

図
り
な
が
ら
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
が
責
任
と
権

限
を
持
っ
て
、
そ
の
持
ち
味
を
最
大
限
に

引
き
出
す
独
自
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

（基

盤
）
を
提
供
す
る
。

―
―
大
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
切
り
離

す
と
は
。

大
澤
氏
　
不
確
実
性
の
高
い
新
規
事
業

を
社
外
の
独
立
し
た
Ｖ
Ｂ
と
し
て
設
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
Ｖ
Ｂ
と
同
様
の

企
業
統
治
を
可
能
に
す
る
。
Ｌ
Ｐ
出
資
者

の
新

規

事

業
Ｖ
Ｂ
設

立

に
際

し

て
、

Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
が
当
初
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
を

１
０
０
％
提
供
す
る
の
も
こ
の
た
め
だ
。

加
え
て
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
創
薬

Ｖ
Ｂ
に
大
手
製
薬
会
社
が
よ
く
使
う

「
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド

・
ス
ピ
ン
・
イ
ン
」
と

い
う
手
法
を
使
う
。
か
つ
て
米
Ｉ
Ｔ
大
手

シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
が
活
用
し
た
仕
組
み

で
も
あ
る
。
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
の
製
薬

会
社
に
と
っ
て
、
創
薬
Ｖ
Ｂ
は
売
り
上
げ

や
利
益
が
極
め
て
見
通
し
に
く
い
。
と
は

い
え
、
将
来
の
成
長
の
糧
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
創
薬
を
ラ
イ
バ
ル
に
取
ら
れ
て
し

ま
う
の
は
経
営
上
避
け
た
い
。
創
薬
Ｖ
Ｂ

と
、
そ
の
投
資
家
と
取
締
役
を
兼
ね
る

Ｖ
Ｃ
と
の
合
意
が
前
提
だ
が
、
例
え
ば
、

米
食
品
医
薬
品
局

（Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
臨
末
試

験
の
第
１
段
階

（
フ
ェ
ー
ズ
ー
）
が
終
了

す
れ
ば
現
在
評
価
額
の
２
倍
で
、
第
２
段

階

（
フ
ェ
ー
ズ
２
）
終
了
な
ら
現
在
価
値

の
１０
倍
で
、
そ
れ
ぞ
れ
買
収
す
る
か
買
収

を
拒
む
か
ど
う
か
の
権
利

「
フ
ァ
ー
ス

ト

・
リ
フ
ユ
ー
ザ
ル

・
ラ
イ
ト

（優
先
交

渉
権
と

を
事
前
に
付
与
す
る
。
開
発
の

難
し
さ
や
潜
在
市
場
の
規
模
に
応
じ
て
倍

率
は
異
な
る
が
、
権
利
を
与
え
ら
れ
た

Ｌ
Ｐ
出
資
者
は
、

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

（段

階
）
を
確
認
し
な
が
ら
、
ヒ
ト
や
Ｉ
Ｐ

（知

的
財
産
権
）
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
自
社
に
取
り

込
む
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
。
Ｇ
Ｃ
Ｐ

‐
Ｊ
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
仕
組
み
を
提
供

す
る
。

―
―
疑
似
的
に
社
外
に
切
り
出
し
、
自
社

に
取
り
込
ま
な
い
選
択
肢
も
残
す
と
い
う

こ
と
か
。

大
澤
氏
　
出
向

。
転
籍
の
形
で
、
人
材

は
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
に
預
け
て
も
ら
う
の
が
第

二
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
つ
ま
り
片
道
切
符
で

は
な
く
、
本
籍
地
に
戻
る
道
を
き
ち
ん
と

残
し
て
お
く
。
企
業
か
ら
優
秀
な
人
材
を

預
か
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
と
同
様
に
徹
底
的
に
鍛
え
抜
く
。

大
企
業
に
と
っ
て
は
、
ア
イ
デ
ア
は
面

白
そ
う
だ
が
果
た
し
て
軌
道
に
乗
る
の
か

ど
う
か
や
、
採
算
性
が
不
透
明
で
決
断
す

る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
過
ぎ
た
り
、
あ
る

い
は
機
関
決
定
し
て
も
社
内
で
フ
ォ
ロ
ー

で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
た
り
と
、
懸

念
が
尽
き
な
い
。
フ
ァ
ン
ド
を
触
媒
に
、

成
功
し
た
暁
に
は
権
利
を
使

っ
て
買
い
戻

し
て
い
い
で
す
よ
、
と
い
う
建
て
付
け
だ
。

後
で
会
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
紐
付

け
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
最
初
か
ら
担

保
す
る
。

―
―
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
大
澤
氏
　
も
ち
ろ
ん
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

バ
リ
ュ
ー
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま
ら

ず
、
サ
ー
ビ
ス

・
製
品
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
を
潜
在
顧
客
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら

再
検
証
し
て
み
た
り
、
将
来
顧
客
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
企
業
と
組
ん
で
み
た
り
と
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。
ま
た
、
企
業
か

ら
預
か
っ
た
人
材
は
、
収
支
管
理
を
含
む

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
能

力
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
の
北
米
や
ア
ジ
ア
の
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
、
起
業
経
験
の
あ

る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
幹
部
、
大
学
教
授
、
弁
護

士
、
会
計
士
、
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ら

の
メ
ン
タ
ー

（指
導

・
助
言
層
）
と
い
っ

た
才
能
と
も
交
わ
っ
て
も
ら
う
。
仮
に
失

敗
し
た
と
し
て
も
、
「Ｚ
ｇ
ｒ
一い
∞
８

ざ
器

（ナ
ッ
シ
ン
グ

・
ト
ゥ
ー

・
ル
ー
ズ
＝
失

う
も
の
は
何
も
な
い
と
。
海
外
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
で
経
営
学
修
士

（Ｍ
Ｂ
Ａ
）

を
取
得
す
る
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
、

は
る
か
に
実
り
の
あ
る
プ

ロ
セ
ス
だ
。
元

の
会
社
に
胸
を
張

っ
て
戻
れ
る
よ
う
に
す

ワムυ
。
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―
―
失
敗
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

大
澤
氏
　
こ
の
フ
ァ
ン
ド
を
東
京
で
立

ち
上
げ
た
動
機
は
二
つ
。
逆
説
的
だ
が
、

大
企
業
に
対
し
て
失
敗
を
許
容
す
る
環
境

を
提
供
す
る
、
と
い
う
こ
と
と
、
本
当
に

優
秀
な
若
手
が
活
曜
で
き
る
場
を
提
供
で

き
る
か
ど
う
か
、
だ
．
リ
ス
ク
を
取

っ
て

き
っ
ち
り
と
プ

ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
れ
ば
、

結
果
が
ダ
メ
で
も
評
価
す
る
。
失
敗
を
許

容
し
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
可
能
に
す
る
文

化
だ
ｃ
日
本
で
は
い
ず
れ
も
道
半
ば
と
い

う
問
題
意
識
を
持

っ
て
い
る
。

「恐
れ
ず
、
失
わ
ず
」

―
Ｉ
Ｌ
Ｐ
出
資
者
、
Ｖ
Ｂ
の
ど
う
い
う
取

り
組
み
を
支
援
す
る
の
か
。

大
澤
氏
　
金
融
、
メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
モ
バ
イ
ル
、　
ヘ
ル

ス
ケ
ア
、
モ
不
ル
ギ
ー
の
各
分
野
を
中
心

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（情
報
通
信
技
術
）
、
ビ

ッ

グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能

（Ａ
Ｉ
）
と
い
っ

た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

・
テ
ッ
ク
が
噛
み
合
う

創
業
支
援
だ
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
次

は
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
と
端
末
開
発
の
勢
い
に

加
え
て
、
家
電
や
自
動
車
、
事
業
所
な
ど

あ
ら
ゆ
る
産
業
イ
ン
フ
ラ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
制
御
す
る

「
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

（Ｉ

ｏ
Ｔ
と

の
世
界
で
は
、

業
種
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
ネ
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
化
さ
れ
て
い
く
。

つ
ま
り
、
業

種
を
問
わ
ず
、
既
存
産
業
に
デ
ィ
ス
ラ
ブ

ト

（破
壊
的
革
新
）
の
波
が
襲
う
時
代
が

日
本
に
も
遠
か
ら
ず
訪
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
．
だ
か
ら
こ
そ
、
安
倍
政
権
の
経
済
政

策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
成
長
戦
略
は
、
‐産

業
の
新
陳
代
謝
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
加
速
」

と
銘
打

っ
て
い
る
。

―
―
大
企
業
が
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
Ｖ
Ｂ

と
組
む
意
義
は
。

大
澤
氏
　
人
材
が
潜
在
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す

一ｃ
５

巨
（ゼ
ロ
。
ト
ゥ

ー

。
ワ
ン
ｒ

に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
だ
Ｇ

日
本
の
大
企
業
は

一
般
的
に
、
大
き
な
マ

ー
ケ
ッ
ト

（市
場
）
や
サ
．ア
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン

（流
通
網
）
を
丸
ご
と
取
り
込
む
と
い

う
案
件
で
あ
れ
ば
、
１
０
０
０
億
円
を
ド

ン
と
投
じ
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
ｃ

し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
技
術
の
種
を
１０

億
円
、
２０
億
円
く
ら
い
で
買
う
と
い
う
行

為
は
、
恐
ら
く
当
該
企
業
と
は
似
て
非
な

る
事
業
領
域
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
大

企
業
組
織
の
中
で
の
発
案
者
や
、
社
内
で

お
伺
い
を
立
て
る
中
堅
幹
部
は
自
己
否
定

が
必
要
に
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ

れ
に

「自
社
で
手
掛
け
る
よ
り
あ
の
Ｖ
Ｂ

の
方
が
速
い
」
と
い
う
理
屈
は
、
日
本
的

に
解
釈
す
れ
ば

「
で
は
、
あ
な
た
は
ダ
メ

だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
反
動
に
陥
り
や
す

い
。報

酬
が
悪
く
な
く
、
定
年
ま
で
勤
め
上

げ
よ
う
と
い
う
動
機
が
強
く
働
く
中
で
、

１０
億
円
く
ら
い
で
Ｖ
Ｂ
を
買
収
す
る
合
理

性
は
、
頭
で
理
解
で
き
て
も
個
人
的
な
合

理
性
が
発
生
し
な
い
。
自
己
否
定
し
て
ま

で
Ｖ
Ｂ
を
買
収
し
た
と
し
て
も
、
キ
ャ
リ

ア
上
、
「
バ
ツ
」
が
付
く
恐
れ
も
あ
る
。

業
種
を
問
わ
ず
、
組
織
が
大
き
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
有
能
な
人
材
を
抱
え
て
い
る
の

に
、
組
織
と
し
て
二
の
足
を
踏
む
実
態
が

あ
る
．
そ
れ
で
も
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
す
れ

ば
、
社
内
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
革
装
置
と
し

て
機
能
す
る
と
い
う
成
果
を
出
し
て
い
き

た
い
。

―
―
社
内
で
の
新
規
事
業
立
ち
上
げ
に
は

限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

大
澤
氏
　
断
定
は
し
な
い
。
現
状
で
も
、

本
業
に
近
い
分
野
で
は
十
分
機
能
し
て
い

る
．
し
か
し
、
本
業
か
ら

「飛
び
地
感
」

の
あ
る
新
領
域

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い

て
は
、　
一
般
論
と
し
て
二
つ
の
共
通
し
た

問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
Ｇ　
一
つ
は
既

存
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
。
こ
れ
は
、
本
業
が
間

違
わ
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
こ

と
さ
ら
革
新
的
で
経
験
値
が
な
い
よ
う
な

分
野
に
関
し
て
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
ｃ
大
企
業
の
本
業
と
は
、
ゴ
ー
ル
が

大
体
見
え
て
い
て
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
、
経
営
会
議
や
各
担
当

部
署
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
建
て
付
け
だ

が
、
相
当
入
念
に
準
備
さ
れ
た
新
規
事
業

に
し
て
も
、
始
め
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。

も
と
も
と
革
新
的
な
新
事
業
と
は
、
相

応
に
難
し
く
リ
ス
ク
も
高
い
が
、
既
存
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
上
、
ミ
ス
テ
ー
ク
の
リ
ス
ク

が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
に
経
営
陣
は
イ
エ

ス
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
．

―
―
も
う

一
方
の
課
題
と
は
。

大
澤
氏
　
新
規
事
業
を
担
う
若
手
は
相

応
に
優
秀
で
、
プ
ラ
ン
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が

出
て
カ
ネ
と
ヒ
ト
と
時
間
が
張
ら
れ
た
は

い
い
が
、
そ
う
し
た
次
代
の
ホ
ー
プ
が
既

存
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
な
か
で
結
果
的
に
失

敗
し
て
し
ま
う
と
、
負
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

（見
本
）
に
な
り
か
ね
な
い
。
「頑
張

っ
て

い
た
の
に
大
変
な
日
に
遭

っ
て
最
後
は
怒

ら
れ
た
」
の
で
は
、
予
備
軍
は

「
ア
グ
レ

ッ
シ
ブ

（攻
撃
的
）
で
は
ダ
メ
だ
な
。
静

か
に
過
ご
さ
な
き
ゃ
」
と
い
う
選
択
が
実

に
賢
明
と
な
る
。
こ
れ
で
は
ア
ニ
マ
ル

・

ス
ピ
リ
ッ
ト
が
育
た
な
い
。
こ
の
二
つ
を

何
と
か
し
た
い
と
い
う
の
が
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｊ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
。

こ
の
点
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
‐
Ｊ
は
新
た
な
チ
ャ

18201579[木 ]金融財政ビジネス 第3種郵便物認可



1日 (月 )◆ 東京株式市場は、根強い先高観な
ど良好な投資環境を受け、銀行株などを中心に買

い注文が集中。NT丁などの政府保有分を除いた

東京証券取引所第1部の時価総額は、終値ベース

で初めて600兆 円を突破。

2日 (火)◆ 東京外国為替市場の円相場が、前
日発表の米経済指標が良好だったことを背景に]

ドル=125円 台前半に下落した。東京市場での

125円 台は2002年 12月 6日以来。

6日 (土)◆ 日本と中国の財政当局が、北京で3

年2カ 月ぶりに「日中財務対話」を開き、経済・

金融協力を強化するとともに、アジアのインフラ

整備を推進していくことで一致。

7日 (日 )◇ ドイツ南部エルマウで開幕した先
進7カ 国 (G7)首 脳会議 (サ ミット)が初日の

討議で、中国が主導するアジアインフラ投資銀行

(AIIB)に関して、運営の透明性確保に向け情報

を共有していくことで一致した。

8日 (月 )◆ 内閣府が発表した15年 1～ 3月 期
の国内総生産 (GDP、 季節調整済み)改定値は、

物価変動の影響を除いた実質で前期比10%増、

年率換算で39%増 となり、速報値 (前期比06

%増、年率24%増)から大幅に上方修正された。

10日 (水)◇ 東京商工会議所は、会員企業など
の個人情報が流出した可能性があると発表。事務

局職員が使用しているパソコンがメールを介して、

ウイルスに感染したことが判明。最大で延べ1万

2139件に上る可能性。

16日 (火)◆ トヨタ自動車が株主総会に、取得
後5年以上保有すれば発行価格での買い取りを会

社に請求できる新型株発行を提案し、承認された。

議決では賛成が可決に必要な3分の2を超えた。

17日 (水)◆ 大手電力会社の送配電部門を別会

社化する「発送電分離」を20年 4月 に行うことを

明記した改正電気事業法と、都市ガスの小売りを

17年をめどに全面自由化する改正ガス事業法が、

参院本会議で与党などの賛成多数で可決、成立。

195]年 に始まった大手電力が発電・送配電を一

貫して行う現行体制は抜本的に変わる。

23日 (火)◆ 東洋ゴムエ業が、免震ゴムの性能
データを改ざんしていた問題の責任を取り、信木

明会長と山本卓司社長が辞任すると発表。経営陣

の刷新で、失墜した信頼の回復を目指す。

24日 (水)◇ 東京株式市場で、日経平均株価が
一時2万 0952円 71銭まで上昇し、取引時間中で

96年 12月 以来、18年半ぶりとなる2万 1000円

に迫る。終値は前日比58円 61銭高の2万 0868円

03銭 と、2000年 4月 12日 に付けた丁バブル期の

高値超える。

25日 (本)◆ 夕カタの高田重久会長兼社長が記
者会見し、同社製の欠陥エアバッグのリコール (回

収・無償修理)問題について、「多大なるこ迷惑

をお掛けしている皆さまに改めておわびする」と

陳謝。エアバツグ問題で創業家の高田会長が会見

するのは初めて。

29日 (月 )◇ 東京株式市場は、ギリシャのデフ

ォルト (債務不履行)懸念の高まりを受け、全面

安の展開に。日経平均株価の終値は今年最大の下

げ幅となる前週末比596円 20銭安を記録し、2万

0109円 95銭と18日 以来約1週間ぶりの低水準に

落ち込んだ。日経平均の下げ幅は一時600円 を超

える場面も。

30日 (火)◇ 日本郵政と、完全子会社のゆうち

ょ銀行、かんぽ生命保険の金融2社が東京証券取

引所に株式上場を本申請した。上場審査力湖贋調に

進めば、10月 にも上場する見通し。

レ
ン
ジ
ャ
ー
に

「恐
れ
ず
、
失
わ
ず
」
と

い
う
環
境
を
提
供
で
き
る
し
、
送
り
出
す

企
業
側
に
と
っ
て
も
、
仮
に
失
敗
し
た
と

し
て
も
Ｖ
Ｂ
へ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
は
当
初

Ｇ
Ｃ
Ｐ
‐
Ｊ
が
拠
出
す
る
の
で
、
「
直
接

投
資
」
と
し
て
関
与
せ
ず
、
あ
く
ま
で
フ

ァ
ン
ド
全
体
の
Ｌ
Ｐ
出
資
者
と
の
位
置
付

け
に
な
る
ｃ
既
存
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
の
整

合
性
を
確
保
で
き
る
し
、
失
敗
し
た
と
し

て
も
、
出
向
社
員
の
数
年
間
分
の
人
件
費

程
度
の
毀
損
に
と
ど
ま
り
、
リ
ス
ク
テ
ー

ク
し
や
す
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【略
旺
】

大
澤
弘
治
氏

（お
お
さ
わ

。
こ
う
じ
）

慶
大
理
工
卒
。
東
北
大
工
学
研
究
科
博

上
課
程
修
了
ｃ
ｌ
９
８
５
年
三
菱
商
事
入

社
．
９３
年
に
同
社
米
国
法
人
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
支
店
で
半
導
体
、
通
信
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
関
連
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

へ
の
投
資
と
事
業
開
発
、
グ

ロ
ー
バ
ル
提

携
業
務
を
担
当
。
９９
年
退
社
し
現
地
起
業

家
ら
と
Ｇ
Ｃ
Ｐ
を
設
立
．
米
欧
や
ア
ジ
ア

で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
全
般
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
金
融

決
済
な
ど
を
対
象
に
、
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー

ジ
の
Ｖ
Ｂ
を
中
心
に
累
計
５０
社
超
に
投
資
．

総
額

約
３
億

′レ
ド

を
運

用

し

て

い
る
。

２
０
１
１
年
に
東
京
工
業
大
学
グ

ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
ｃ
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